
大
内
氏
の
国
際
展
開
-
一
四
世
紀
後
半
～
一
六
世
紀
前
半
の
山
口
地
域
と
東
ア
ジ
ア
世
界
1

伊

藤

幸
 
 
司

囚
o
U
＝
日
○

は
じ
め
に

 
本
講
演
で
は
、
一
四
世
紀
後
半
～
一
六
世
紀
前
半
の
約
二
〇
〇
年
間
（
日
本
史

の
時
期
区
分
で
い
う
と
室
町
・
戦
国
時
代
）
、
山
口
を
本
拠
と
し
て
西
部
中
国
・

北
部
九
州
地
域
に
勢
力
を
展
開
し
た
地
域
権
力
・
大
内
氏
の
国
際
展
開
の
概
略
に

つ
い
て
、
最
新
の
研
究
成
果
を
織
り
交
ぜ
つ
つ
述
べ
て
い
く
。

〔
大
内
誌
略
系
図
〕

乗
福
寺
殿
 
永
興
寺
殿
 
正
寿
院
殿
 
香
積
寺
殿
 
澄
清
寺
殿

〔
環
東
シ
ナ
海
世
界
〕
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1
 
大
内
氏
の
ル
ー
ツ

大
内
氏
の
国
際
展
開
に
つ
い
て
述
べ
る
前
に
、
ま
ず
大
内
氏
の
ル
ー
ツ
に
つ
い

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
り
ん
し
ょ
う
た
い
し

て
説
明
し
て
お
こ
う
。
大
内
氏
の
系
図
に
よ
れ
ば
、
大
内
氏
は
琳
聖
太
子
と
い
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う
人
物
を
始
祖
と
し
て
い
る
（
『
大
内
氏
実
録
』
な
ど
）
。
琳
聖
太
子
と
は
、
か
つ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
く
だ
ら

て
朝
鮮
半
島
西
南
地
域
に
勢
力
を
展
開
し
七
世
紀
に
滅
亡
し
た
百
済
国
の
王
族
で
、

日
本
に
仏
教
を
伝
え
た
と
い
わ
れ
る
聖
明
王
の
第
三
王
子
と
伝
え
ら
れ
る
。
大
内

氏
の
祖
先
伝
承
に
よ
れ
ば
、
琳
聖
太
子
が
周
防
国
の
多
々
良
浜
に
着
岸
の
後
、
聖

徳
太
子
に
謁
し
、
大
内
県
を
采
邑
と
し
多
々
良
の
姓
を
賜
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。
大
内
氏
は
日
本
列
島
の
有
力
大
名
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
自
ら
の

ル
ー
ツ
を
朝
鮮
半
島
に
求
め
て
い
た
。
確
か
に
大
内
氏
は
、
か
つ
て
鉄
製
錬
技
術

を
も
っ
て
朝
鮮
半
島
か
ら
帰
化
し
た
氏
族
で
あ
る
可
能
性
は
高
い
。
し
か
し
、
当

時
の
日
本
の
有
力
者
の
多
く
が
「
源
・
平
・
藤
（
藤
原
）
・
橘
」
に
ル
ー
ツ
を
求

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
た
 
た
 
ら

め
た
の
と
比
べ
る
と
、
独
自
に
「
多
々
良
」
姓
を
名
乗
り
、
国
外
に
ル
ー
ツ
を
求

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
み
ほ
り

め
る
大
内
氏
の
姿
は
非
常
に
特
異
と
い
え
る
。
現
在
、
山
口
市
大
内
御
堀
に
あ

る
乗
福
寺
（
大
内
重
弘
の
菩
提
寺
）
に
は
、
書
聖
太
子
の
木
像
と
そ
の
墓
と
伝
え

ら
れ
る
石
塔
が
あ
る
（
左
掲
写
真
）
。

 
で
は
、
大
内
氏
の
ル
ー
ツ
が
百
済
国

の
琳
聖
太
子
と
い
う
伝
承
は
確
か
な
も

の
で
あ
ろ
う
か
。
平
安
時
代
の
文
献
史

料
に
よ
れ
ば
、
仁
平
二
（
＝
五
二
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
す
お
う

年
八
月
一
日
付
け
「
周
防
国
在
庁

く
だ
し
ぶ
み

下
文
」
に
「
多
々
良
」
と
署
名
す
る

三
人
の
人
物
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

る
（
『
平
安
遺
文
』
二
七
六
三
号
文
書
）
。

ま
た
、
正
治
二
（
一
二
〇
〇
）
年
＝

月
日
付
け
「
周
防
国
阿
弥
陀
寺
田
掛
盤

 
 
 
 
 
 
さ
ん
み

付
」
で
は
「
散
位
多
々
良
盛
綱
」

ご
ん
の
す
け

「
権
介
多
々
良
弘
盛
」
な
る
人
物
が
署

名
者
と
し
て
い
る
が
（
「
阿
弥
陀
寺
文

書
」
『
山
口
県
史
』
史
料
編
中
世
二
）
、

こ
の
弘
遠
は
大
内
氏
系
図
に
も
出
て
く
る
人
物
で
あ
る
。
他
に
も
こ
れ
に
類
す
る

史
料
が
散
見
で
き
る
。
こ
う
し
て
考
え
て
み
る
と
、
文
献
史
料
で
た
ど
り
得
る
大

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
こ
く
が

一
思
の
確
か
な
ル
ー
ツ
は
、
平
安
時
代
末
期
か
ら
鎌
倉
時
代
初
期
、
周
防
国
衙
の

在
庁
官
人
で
、
多
々
良
ま
た
は
大
内
を
氏
と
し
、
そ
の
地
を
本
拠
と
し
た
と
推
定

さ
れ
る
在
地
領
主
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
そ
の
後
、
南
北
朝
期
の
動
乱
を

巧
み
に
切
り
抜
け
て
、
大
内
氏
は
周
防
・
長
門
両
国
の
守
護
職
を
獲
得
す
る
大
名

に
成
長
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
一
五
世
紀
、
大
内
氏
が
自
ら
の
ル
ー
ツ
を
百
済

国
の
琳
聖
太
子
に
求
め
た
一
連
の
動
向
は
、
本
来
の
史
実
と
は
異
な
る
ル
ー
ツ
の

喧
伝
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
主
張
の
背
後
に
は
、
当
時
の
大
内
氏
が
置
か
れ

て
い
た
国
際
的
位
置
が
大
き
く
関
係
し
て
い
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

皿
．

激
変
す
る
一
四
世
紀
の
東
ア
ジ
ア

 
大
内
氏
の
国
際
展
開
は
、
一
四
世
紀
後
半
、
東
ア
ジ
ア
世
界
の
各
地
域
で
起
こ
っ

た
政
権
交
代
と
密
接
に
関
係
し
て
い
る
。
一
四
世
紀
後
半
の
東
ア
ジ
ア
世
界
は
激

動
の
時
代
で
あ
っ
た
。
そ
の
端
緒
と
な
っ
た
の
が
中
国
大
陸
で
起
こ
っ
た
王
朝
交

代
で
あ
る
。
一
三
六
八
年
、
漢
民
族
出
身
の
朱
元
璋
は
、
異
民
族
国
家
「
大
元
大

モ
ン
ゴ
ル
国
」
（
通
称
は
元
）
を
滅
ぼ
し
、
モ
ン
ゴ
ル
人
の
支
配
者
た
ち
を
中
原

 
 
 
 
 
 
ナ
ン
キ
ン

か
ら
駆
逐
し
、
南
京
を
都
（
第
三
代
皇
帝
永
楽
帝
の
時
に
北
京
（
燕
京
）
に
遷

 
 
 
 
 
 
ペ
キ
ン
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
み
ん

都
し
、
以
後
、
北
京
が
中
華
帝
国
の
都
と
し
て
君
臨
）
と
し
て
新
た
に
「
明
」
を

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
か
 
い

建
国
し
た
。
明
帝
国
は
、
漢
民
族
の
伝
統
的
民
族
観
で
あ
る
中
華
思
想
（
華
夷
思

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
か
い
き
ん

想
）
を
前
面
に
押
し
出
し
た
国
際
秩
序
を
再
構
築
し
ょ
う
と
し
た
。
「
海
禁
」
と

さ
く
ほ
う
 
 
 
ち
ょ
う
こ
う

「
冊
封
」
「
朝
貢
」
と
い
う
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
構
築
さ
れ
た
国
際
秩
序
は
、
明

帝
国
を
め
ぐ
る
民
間
レ
ヴ
ェ
ル
で
の
交
易
活
動
を
低
下
さ
せ
、
す
べ
て
の
貿
易
活

動
は
国
家
の
統
制
下
に
置
か
れ
た
。
そ
し
て
、
こ
こ
で
成
立
し
た
国
際
秩
序
が
、

そ
の
後
二
〇
〇
年
間
の
ア
ジ
ア
の
基
本
的
国
際
秩
序
と
な
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
こ
う
ら
い

 
一
方
、
朝
鮮
半
島
で
は
、
モ
ン
ゴ
ル
支
配
下
の
高
麗
王
朝
が
衰
退
し
、
倭
冠
討
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イ
ソ
ン
ゲ

伐
に
多
大
な
功
績
を
挙
げ
た
二
成
桂
が
王
権
を
譲
り
受
け
、
一
三
九
二
年
に
朝
鮮

王
国
を
建
国
し
た
。
朝
鮮
王
国
は
、
倭
冠
問
題
を
最
重
要
課
題
と
し
て
位
置
付
け
、

倭
冠
を
平
和
な
通
交
者
へ
と
変
質
さ
せ
る
た
め
に
懐
柔
政
策
を
行
っ
た
た
め
、
多

様
な
日
本
人
勢
力
が
朝
鮮
王
国
と
交
渉
す
る
よ
う
に
な
る
。
琉
球
列
島
で
は
、
群

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ち
ゅ
う
ざ
ん
 
 
 
ほ
く
ざ
ん
 
 
 
な
ん
ざ
ん

雄
割
拠
す
る
グ
ス
ク
時
代
か
ら
中
山
国
・
北
山
国
・
南
山
国
の
三
つ
の
国
が
鼎

立
す
る
三
山
時
代
に
入
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
朝
鮮
王
国
・
琉
球
列
島
の
三
山
は
、

と
も
に
明
帝
国
か
ら
冊
封
を
受
け
、
明
帝
国
を
中
心
と
す
る
外
交
秩
序
に
入
っ
て
，

い
っ
た
。
一
方
日
本
列
島
で
も
、
＝
二
三
一
二
年
鎌
倉
幕
府
が
滅
亡
し
、
後
醍
醐
天

皇
に
よ
る
建
武
政
権
が
打
ち
立
て
ら
れ
た
が
、
社
会
で
力
を
付
け
て
き
た
多
く
の

武
士
た
ち
の
支
持
を
獲
得
す
る
に
は
至
ら
ず
、
一
三
三
言
誤
足
利
尊
氏
に
よ
っ
て

室
町
幕
府
が
開
か
れ
る
。
し
か
し
そ
の
後
も
、
後
醍
醐
天
皇
方
の
南
朝
と
室
町
幕

府
の
支
持
す
る
北
朝
と
が
抗
争
す
る
南
北
朝
の
動
乱
は
、
＝
二
九
二
年
の
南
北
朝

合
一
ま
で
続
い
た
。
ま
さ
に
一
四
世
紀
後
半
は
、
日
本
を
め
ぐ
る
国
際
情
勢
が
大

き
く
変
動
し
、
そ
れ
に
と
も
な
い
新
た
な
国
際
秩
序
が
誕
生
し
た
時
代
で
あ
っ
た
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
こ
う
ぶ
て
い

 
明
帝
国
の
初
代
皇
帝
に
即
位
し
た
洪
武
帝
（
朱
黒
璋
）
は
、
大
陸
沿
岸
を
襲
う

わ
こ
う

倭
冠
対
策
と
し
て
、
日
本
で
倭
冠
討
伐
可
能
な
勢
力
と
交
渉
す
る
た
め
に
、

洪
武
元
（
＝
二
六
八
）
年
以
来
、
毎
年
日

本
に
使
節
を
派
遣
し
て
い
た
。
洪
武
三

 
 
 
 
 
 
 
ち
ょ
う
ち
つ
 
 
よ
う
さ
い

（
＝
二
七
〇
）
年
、
趙
秩
・
楊
載
と
い
う

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
か
ね
よ
し

人
物
が
来
日
し
、
征
西
将
軍
懐
良
親
王
と

の
交
渉
に
成
功
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
、

趙
秩
と
朱
本
は
帰
国
せ
ず
博
多
に
三
年
間

滞
在
し
た
後
、
上
洛
を
企
て
て
山
口
に
赴

く
。
以
後
約
一
年
間
、
彼
ら
は
山
口
に
滞

 
 
 
た
ん
ぱ
 
 
 
 
 
 
 
 
し
ゅ
ん
お
く
み
ょ
う
は

在
し
、
丹
波
雲
門
寺
の
宿
屋
妙
龍
ら

と
漢
詩
文
の
応
酬
な
ど
を
通
じ
て
情
報
交

 
 
 
 
 
 
 
 
 
う
ん
も
ん
い
っ
き
ょ
く

換
を
行
っ
た
こ
と
が
『
雲
門
一
曲
」
と

鰐石

い
う
書
物
か
ら
分
か
っ
て
い
る
。
ま
た
趙
秩
に
は
、
「
山
口
十
境
」
と
呼
ば
れ
る

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ふ
し

山
口
の
名
勝
を
詩
文
で
詠
ん
だ
と
の
伝
承
も
あ
り
、
現
在
J
R
山
口
駅
近
く
の
湛

の
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
わ
に
い
し

野
川
沿
い
に
あ
る
鰐
石
な
ど
が
そ
の
詩
の
題
材
と
な
っ
て
い
る
。
一
四
世
紀
後
半

 
 
 
 
 
 
 
ひ
ろ
よ

の
山
口
は
、
大
内
稀
世
の
時
代
で
あ
っ
た
。
要
砦
は
、
本
拠
地
を
大
内
御
堀
か
ら

現
在
の
山
口
市
中
心
部
に
移
転
さ
せ
た
人
物
と
い
わ
れ
て
い
る
（
た
だ
し
、
大
内

氏
館
の
発
掘
調
査
で
出
土
し
た
遺
物
で
は
、
弘
漁
期
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
資
料
は
な

い
）
。
『
太
平
記
』
巻
三
九
に
よ
れ
ば
、
上
洛
し
た
大
内
鼻
嵐
は
「
数
万
貫
ノ
銭
貨
・

 
 
 
か
ら
も
の

新
渡
ノ
唐
物
等
」
を
京
都
の
有
力
者
に
ば
ら
ま
い
た
人
物
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。

軍
記
物
の
誇
大
表
現
を
考
慮
し
て
も
、
当
時
の
大
内
弘
世
は
外
国
の
産
物
を
豊
富

に
入
手
で
き
る
立
場
に
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
さ
に
、
先
に
述
べ
た
明
使
趙
秩

ら
の
山
口
滞
在
は
そ
れ
を
傍
証
す
る
も
の
と
い
え
る
。

 
こ
の
後
、
大
内
氏
は
東
ア
ジ
ア
進
出
の
た
め
に
、
日
本
国
内
最
大
の
国
際
貿
易

港
で
も
あ
り
、
環
シ
ナ
海
世
界
で
も
有
数
の
国
際
貿
易
港
で
あ
っ
た
博
多
へ
の
接

触
と
そ
の
支
配
を
目
論
む
。
朝
鮮
半
島
で
編
纂
さ
れ
た
『
海
東
諸
国
紀
一
で
「
琉

球
・
南
蛮
の
商
船
集
ま
る
所
の
地
」
と
評
価
さ
れ
た
博
多
は
、
国
際
交
流
を
行
う

た
め
の
機
能
（
人
・
モ
ノ
・
情
報
）
が
集
積
す
る
地
で
、
博
多
商
人
の
貿
易
活
動

は
環
シ
ナ
海
域
諸
国
を
股
に
掛
け
て
行
わ
れ
る
大
規
模
な
も
の
で
あ
っ
た
。
大
内

氏
の
国
際
展
開
は
、
ま
さ
に
大
内
氏
の
博
多
進
出
と
表
裏
の
も
と
に
実
行
さ
れ
て

行
く
の
で
あ
る
。

皿
．
朝
鮮
半
島
と
の
交
流

 
○
倭
霧
討
伐

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
よ
し
ひ
ろ

 
大
内
氏
の
具
体
的
な
国
際
展
開
は
、
．
一
四
世
紀
後
半
、
ま
ず
大
内
義
弘
と
朝
鮮

半
島
と
の
間
で
始
ま
っ
た
。
大
内
弘
世
の
子
・
義
弘
は
、
室
町
幕
府
か
ら
九
州
統

 
 
 
 
 
 
 
 
た
ん
だ
い
い
ま
が
わ
り
ょ
ち
こ
ゆ
ん

一
を
任
さ
れ
た
九
州
探
題
今
川
了
俊
と
と
も
に
九
州
地
域
を
転
戦
し
、
了
俊
の

九
州
平
定
に
尽
力
し
て
い
た
。
当
時
、
朝
鮮
半
島
に
あ
っ
た
高
麗
王
朝
は
、
朝
鮮
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半
島
を
襲
撃
す
る
倭
冠
に
頭
を
悩
ま
せ
て
お
り
、
倭
冠
禁
圧
を
頻
り
に
日
本
に
要

請
し
た
。
当
初
、
高
麗
が
交
渉
先
と
し
た
の
は
京
都
の
室
町
幕
府
で
あ
っ
た
。
し

か
し
、
成
立
間
も
な
い
当
時
の
幕
府
は
、
内
冠
活
動
の
巣
窟
で
あ
っ
た
玄
界
灘
地

域
や
北
部
九
州
地
域
を
完
全
に
支
配
し
て
お
ら
ず
、
度
重
な
る
高
麗
側
の
要
請
に

も
ま
っ
た
く
応
え
る
事
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
高
麗
は
、
倭
冠
を
よ
り
実
質

的
に
取
り
締
ま
る
能
力
を
持
ち
つ
つ
あ
っ
た
九
州
探
題
今
川
了
俊
を
交
渉
先
に
変

更
し
た
。
高
麗
の
要
請
を
受
け
た
了
俊
は
、
永
和
四
（
＝
二
七
八
）
年
六
月
、
早

速
、
使
僧
信
弘
に
⊥
ハ
九
人
置
軍
勢
を
率
い
さ
せ
て
朝
鮮
半
島
の
倭
賊
を
捕
ら
え
て

い
る
（
『
高
麗
亀
節
要
』
辛
寓
四
年
六
月
条
・
七
月
条
）
。
実
は
、
こ
の
時
大
内
義

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ち
ょ
う
ふ
 
 
 
 
 
 
 
い
み
の
み
や

弘
も
朝
鮮
半
島
に
軍
勢
を
派
遣
し
て
い
る
事
が
、
長
府
に
あ
る
「
忌
宮
神
社
文

書
」
か
ら
判
明
す
る
（
「
忌
宮
神
社
文
書
」
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
架
蔵
写
真
帳
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ぶ
ぎ
ょ
う
に
ん

永
和
四
年
四
月
一
六
日
付
け
大
内
氏
奉
行
人
連
署
奉
書
、
永
和
四
年
四
月
一
七
日

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ハ
ン
グ
ク
チ
ュ

付
け
某
遵
行
状
）
。
翌
年
に
は
、
高
麗
か
ら
韓
国
柱
が
義
弘
の
も
と
を
直
接
来
訪

し
、
再
び
倭
冠
禁
圧
を
要
請
し
て
い
る
。
こ
れ
を
受
け
て
、
義
弘
は
朴
居
士
な
る

人
物
に
一
八
六
人
の
軍
勢
を
率
い
ざ
せ
て
、
朝
鮮
半
島
に
渡
海
さ
せ
た
。
残
念
な

が
ら
、
こ
の
時
の
義
弘
軍
は
高
麗
側
の
救
援
を
受
け
る
事
が
で
き
ず
、
倭
逡
と
戦
っ

て
大
敗
し
、
わ
ず
か
五
〇
人
ば
か
り
し
か
帰
国
で
き
な
か
っ
た
（
『
高
麗
臣
節
要
』

三
遍
四
年
一
〇
月
下
・
五
年
閏
五
月
条
、
『
高
麗
史
』
巻
一
一
四
列
伝
・
薫
習
辻

三
）
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
大
内
氏
が
海
を
越
え
て
、
し
か
も
国
境
ま
で
越
え
て
、

隣
国
高
麗
の
た
め
に
倭
冠
討
伐
を
行
っ
た
と
い
う
事
実
は
特
筆
に
値
す
る
。
そ
の

後
、
足
利
義
満
に
よ
っ
て
今
川
了
俊
が
九
州
探
題
職
を
罷
免
さ
れ
て
失
脚
す
る
と
、

義
弘
は
日
本
側
通
交
者
の
第
一
人
者
と
し
て
の
立
場
を
確
保
し
、
朝
鮮
半
島
と
の

関
係
も
よ
り
深
く
な
っ
た
。
既
に
、
高
麗
時
代
か
ら
倭
冠
討
伐
者
と
し
て
信
頼
を

得
て
い
た
大
内
氏
は
、
高
麗
に
替
わ
っ
て
建
国
さ
れ
た
朝
鮮
王
国
と
の
間
に
も
良

好
な
関
係
を
形
成
し
、
通
交
貿
易
を
展
開
し
た
。
さ
ら
に
義
弘
は
、
倭
鬼
討
伐
の

み
な
ら
ず
、
倭
冠
に
よ
っ
て
拉
致
さ
れ
、
日
本
列
島
に
転
売
さ
れ
て
い
た
朝
鮮
半

 
 
 
 
 
ひ
り
ょ
に
ん

島
の
人
々
（
被
虜
人
）
を
助
け
出
し
、
半
島
に
送
還
す
る
と
い
う
行
為
も
し
た

（『

ｾ
祖
実
録
』
五
年
三
月
是
月
条
）
。
大
内
氏
は
、
倭
冠
討
伐
や
被
士
人
送
還
に

よ
っ
て
朝
鮮
側
の
信
頼
を
獲
得
し
、
恩
を
売
る
事
で
、
日
本
列
島
の
な
か
の
誰
よ

り
も
有
利
な
朝
鮮
通
交
貿
易
を
展
開
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

 
こ
う
し
た
大
内
氏
の
立
場
は
、
朝
鮮
王
国
と
の
間
に
正
式
な
国
交
を
樹
立
で
き

な
い
ま
ま
で
い
た
室
町
幕
府
に
も
利
用
さ
れ
た
。
室
町
幕
府
第
三
代
将
軍
足
利
義

満
は
、
大
内
義
弘
を
仲
介
に
立
て
る
事
で
、
正
式
に
朝
鮮
と
の
国
交
を
築
く
事
に

初
め
て
成
功
し
た
。
大
内
義
弘
は
、
い
わ
ば
朝
鮮
王
国
と
室
町
幕
府
と
の
パ
イ
プ

役
を
果
た
し
と
い
え
る
。
大
内
氏
の
国
際
的
地
位
は
、
そ
の
後
も
色
槌
せ
る
こ
と

な
く
存
続
し
、
例
え
ば
、
外
国
の
使
節
が
船
で
瀬
戸
内
海
に
入
ろ
う
と
す
る
時
に

は
、
幕
府
の
命
を
受
け
て
、
現
在
の
下
関
で
通
交
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
、
ま
た
朝
鮮

の
使
節
が
来
日
し
た
際
は
、
海
賊
の
践
雇
す
る
海
域
で
使
節
一
行
の
ボ
デ
ィ
ガ
ー

ド
役
を
果
た
し
た
。
大
内
氏
は
、
外
国
に
向
け
ら
れ
た
日
本
の
顔
、
或
い
は
正
面

玄
関
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
た
と
い
え
る
。

 
こ
の
よ
う
な
関
係
か
ら
、
朝
鮮
王
国
で
は
大
内
氏
の
使
節
（
こ
れ
を
朝
鮮
側
で

は
大
内
殿
使
と
呼
称
し
た
）
は
非
常
に
高
い
ラ
ン
ク
で
接
待
さ
れ
た
。
一
四
七
一

年
忌
成
立
し
、
朝
鮮
王
国
の
役
人
で
領
議
政
と
い
う
現
在
の
日
本
で
い
う
と
内
閣

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
シ
ン
ス
ク
チ
ュ

総
理
大
臣
に
相
当
す
る
役
職
に
就
い
た
申
叔
舟
の
著
し
た
『
海
東
諸
国
紀
』
と
い

う
書
物
が
あ
る
。
こ
の
本
は
、
以
後
、
朝
鮮
外
交
官
の
必
読
書
と
な
っ
た
書
物
で
、

こ
の
な
か
に
日
本
の
使
節
が
来
た
と
き
の
接
待
ラ
ン
ク
を
定
め
た
「
朝
聰
応
接
記
」

が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
大
内
氏
の
使
節
は
、
日
本
国
王
．
（
室
町

政
権
の
首
長
1
1
室
町
殿
）
に
次
ぐ
ラ
ン
ク
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
た
。
接
待
の
ラ

ン
ク
が
高
い
と
い
う
事
は
、
よ
り
有
利
な
通
交
貿
易
を
恒
常
的
に
行
え
る
と
い
う

事
を
示
し
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
に
、
大
内
氏
の
名
義
を
騙
る
偽
大
内
氏
の
使
節
も

蹟
号
し
た
た
め
、
大
内
氏
は
、
本
物
の
使
節
と
偽
物
の
使
節
を
見
極
め
て
接
待
す

る
よ
う
に
朝
鮮
側
に
依
頼
し
た
。
こ
の
結
果
、
明
・
景
泰
四
（
一
四
五
三
V
年
、

朝
鮮
王
国
は
大
内
氏
に
「
通
信
量
」
と
刻
ん
だ
右
半
分
の
印
を
下
賜
し
て
、
以
後
、

こ
の
印
を
押
す
手
紙
を
持
っ
た
使
節
が
本
物
の
大
内
氏
の
使
節
と
い
う
方
法
で
真
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偽
を
査
証
す
る
手
段
を
考
じ
た
。
現
在
、
こ
の
時
大
内
氏
が
朝
鮮
か
ら
も
ら
っ
た

「
通
信
府
」
右
符
印
は
、
真
鍮
製
の
印
箱
と
と
も
に
毛
利
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
て

い
る
。

 
○
通
交
貿
易

 
次
に
、
大
内
氏
の
朝
鮮
通
交
貿
易
の
具
．

体
的
な
実
態
に
つ
い
て
説
明
す
る
。
大
内

氏
の
国
際
展
開
に
お
い
て
、
朝
鮮
半
島
と

の
貿
易
は
、
通
交
回
数
や
文
物
の
往
来
か

ら
み
て
、
非
常
に
重
要
な
外
交
活
動
で
あ
っ

た
。
大
内
氏
の
主
要
な
貿
易
目
的
は
、
端

 
 
 
 
 
 
だ
い
ぞ
う
き
ょ
う

的
に
示
せ
ば
、
大
蔵
経
や
寺
社
造
営
資

本
の
求
請
、
そ
の
他
諸
々
の
朝
鮮
文
物
の

獲
得
で
あ
る
。
大
内
氏
の
使
節
は
、
通
交

目
的
を
書
き
記
し
た
大
内
氏
当
主
の
手
紙

 
 
 
 
 
し
ょ
け
い

（
外
交
文
書
1
1
書
契
）
を
持
参
し
、
山
口

か
ら
関
門
海
峡
・
博
多
・
対
馬
を
経
て
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
挫

 
 
 
サ
ン
ボ

朝
鮮
の
三
浦
を
目
指
し
て
海
渡
し
た
。
当

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
購

離
開
雛
凋
縮
縞
嚢
繰
糧

し
か
開
港
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
大
内
‘

氏
の
使
節
も
三
浦
の
ど
こ
か
に
寄
港
し
た
。

そ
し
て
、
こ
こ
か
ら
一
路
、
朝
鮮
王
国
の

首
都
・
漢
城
（
現
在
の
ソ
ウ
ル
）
を
目
指
目

し
て
上
京
し
た
の
で
あ
る
。

ば
鰻
謡
講
舅
錨
鮮

現在の三浦興隆寺

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
も
り
み

寺
の
た
め
に
大
蔵
経
を
求
請
し
た
大
内
盛
見
の
通
交
貿
易
が
あ
る
。
山
口
市
大
内

 
 
ひ
か
み

御
念
氷
上
に
あ
る
興
隆
寺
は
、
か
つ
て
は
大
内
氏
の
氏
寺
と
し
て
君
臨
し
た
天
台

 
 
 
 
 
 
 
み
ょ
う
け
ん

宗
の
大
寺
院
で
、
妙
見
社
と
い
う
北
辰
信
仰
を
よ
り
ど
こ
ろ
に
大
内
氏
領
国
の

精
神
的
結
集
を
計
る
装
置
と
し
て
も
存
在
し
て
い
た
。
現
在
、
こ
の
時
の
通
交
に

起
草
さ
れ
た
大
内
盛
見
の
外
交
文
書
の
写
し
が
「
興
隆
寺
文
書
」
の
な
か
に
伝
来

し
て
い
る
（
応
永
一
四
年
四
月
日
付
け
大
内
愚
見
書
契
案
）
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
び
ん
せ
つ

こ
の
時
、
大
内
藤
見
は
朝
鮮
か
ら
関
漸
（
現
在
の
中
国
福
建
省
と
漸
江
省
）
系
統

の
大
蔵
経
下
賜
を
望
ん
で
お
り
、
そ
の
理
由
と
し
て
か
つ
て
先
代
の
義
弘
が
朝
鮮

半
島
か
ら
下
賜
さ
れ
た
高
麗
版
大
蔵
経
と
新
た
な
唐
本
一
切
経
と
を
校
合
し
、
よ

り
完
全
な
大
蔵
経
を
完
成
し
て
流
布
し
た
い
旨
を
述
べ
て
い
る
。
大
蔵
経
と
は
、

す
べ
て
の
御
慶
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
当
時
の
国
内
に
は
、
大
蔵
経
を
完
備
す
る

寺
社
が
稀
で
あ
っ
た
た
め
、
大
蔵
経
の
所
蔵
は
寺
社
の
ス
テ
イ
タ
ス
の
向
上
に
直

結
し
た
。
有
力
な
寺
社
で
あ
れ
ば
、
ま
と
ま
っ
た
大
蔵
経
の
獲
得
は
悲
願
で
あ
っ

た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
し
か
し
、
当
時
の
日
本
に
は
大
蔵
経
を
印
刷
で

き
る
版
木
が
存
在
せ
ず
、
大
蔵
経
は
容
易
に
入
手
で
き
る
代
物
で
は
な
か
っ
た
。

反
面
、
隣
国
朝
鮮
王
国
に
は
大
蔵
経
の
版
木
が
あ
っ
た
の
で
、
日
本
人
た
ち
は
手
っ

取
り
早
く
朝
鮮
か
ら
大
蔵
経
を
貰
っ
て
く
る
こ
と
を
考
え
た
。
現
在
、
韓
国
の
国

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
イ
 
ン
 
サ

宝
で
世
界
遺
産
に
も
指
定
さ
れ
て
い
る
海
印
寺
の
大
蔵
経
版
木
は
、
ま
さ
に
室
町

時
代
の
日
本
人
の
羨
望
の
的
で
あ
っ
た
。
結
局
、
こ
の
時
の
通
交
で
大
内
盛
見
は

朝
鮮
か
ら
大
蔵
経
を
獲
得
し
、
御
三
は
興
隆
寺
に
無
事
施
入
さ
れ
た
。
こ
の
他
に

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
よ
 
つ
こ
や
つ
 
り
し

も
大
内
盛
見
は
、
岩
国
市
の
永
興
寺
、
防
府
市
の
松
崎
天
神
（
防
府
天
満
宮
）
、

 
 
 
 
こ
く
し
よ
う
じ
 
 
 
 
 
 
 
と
う
し
ゅ
ん
じ

山
口
市
の
国
清
寺
（
現
在
の
洞
春
寺
敷
地
に
存
在
し
た
禅
寺
）
の
た
め
に
大
蔵
経

を
朝
鮮
か
ら
獲
得
し
て
い
る
。
国
内
で
は
貴
重
な
大
蔵
経
が
、
多
く
の
大
内
氏
ゆ

か
り
の
寺
社
に
存
在
す
る
の
は
、
大
内
氏
の
外
交
活
動
故
で
あ
る
。
一
方
、
大
内

氏
に
と
っ
て
も
朝
鮮
か
ら
大
蔵
経
を
獲
得
す
る
と
い
う
行
為
は
、
大
内
氏
の
寺
社

政
策
上
、
寺
社
の
求
心
力
を
確
保
す
る
と
い
う
点
で
非
常
に
重
要
な
意
味
を
持
ち

合
わ
せ
て
い
た
。
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お
う
あ
ん
い
こ
う

 
ま
た
、
山
口
の
乗
福
寺
所
蔵
の
『
旧
庵
遺
稿
』
と
い
う
書
物
に
よ
れ
ば
、
天
文

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
よ
し
た
か

七
（
一
五
三
八
）
年
一
〇
月
、
朝
鮮
に
対
し
て
、
大
内
義
隆
は
儒
教
の
書
物
で
あ

る
『
朱
子
新
注
五
経
』
や
「
刻
漏
制
度
之
器
」
（
水
時
計
）
の
下
賜
を
求
め
る
使

節
を
派
遣
し
て
い
る
。
こ
の
時
、
義
隆
の
外
交
文
書
を
書
い
た
の
が
、
乗
福
寺
の

ば
い
お
く
そ
う
こ
う

梅
屋
宗
香
と
い
う
禅
僧
で
あ
っ
た
た
め
、
乗
福
寺
の
古
い
史
料
の
な
か
に
、
朝
鮮

に
出
さ
れ
た
手
紙
の
コ
ピ
ー
が
伝
来
し
た
の
で
あ
る
（
「
送
高
麗
国
疏
」
）
。
興
味

深
い
こ
と
に
、
こ
の
大
内
義
隆
の
手
紙
に
対
応
す
る
朝
鮮
側
の
手
紙
が
、
現
在
も

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
か
せ
い

毛
利
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
明
・
嘉
靖
二
〇
（
一
五
四
一
）
年
正
月
に
出

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
れ
い
そ
う

さ
れ
た
朝
鮮
王
国
の
外
交
文
書
で
、
朝
鮮
国
運
曹
（
儀
式
・
外
交
・
教
育
を
担
当
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
さ
ん
ぱ
ん
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
イ
ム
グ
ォ
ン

現
在
の
日
本
で
い
う
外
務
省
兼
文
科
省
）
相
判
の
地
位
に
い
た
任
権
と
い
う
役

人
が
大
内
義
隆
に
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
内
容
は
、
義
隆
の
求
め
に
応
じ
て
、
詩

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
め
ん
ち
ゅ
う
 
 
ち
ょ
ふ

書
（
詩
経
と
書
経
）
、
水
時
計
、
綿
弓
・
苧
布
な
ど
を
贈
る
こ
と
を
伝
え
て
い

る
。
毛
利
博
物
館
の
手
紙
は
、
ま
さ
に
義
隆
の
希
望
が
朝
鮮
王
国
に
よ
っ
て
叶
え

ら
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
同
時
に
、
大
内
氏
が
朝
鮮
に
水
時
計
な
ど
、
非
常

に
ユ
ニ
ー
ク
な
も
の
を
求
め
て
い
た
こ
と
も
分
か
る
。
大
内
氏
と
朝
鮮
王
国
の
間

で
取
り
交
わ
さ
れ
た
往
復
外
交
文
書
（
手
紙
）
が
セ
ッ
ト
で
残
存
し
て
い
る
と
い

う
こ
と
は
珍
し
く
、
非
常
に
貴
重
な
事
例
と
い
え
る
。

 
こ
の
よ
う
に
、
朝
鮮
王
国
と
活
発
な
通
交
貿
易
を
展
開
し
た
大
内
氏
の
も
と
に

は
、
大
蔵
経
や
水
時
計
の
他
に
も
、
非
常
に
多
く
の
朝
鮮
文
物
が
流
入
し
、
現
在

で
も
そ
の
影
響
の
一
端
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、
興
隆
寺
の
梵
鐘

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
で
あ
る
。

興隆寺梵鐘

 
 
 
 
こ
の
梵
鐘
は
、
室
町
・

戦
国
時
代
、
西
日
本
最
大
規
模
を

誇
っ
た
巨
大
な
梵
鐘
で
、
か
つ
そ

の
形
態
や
意
匠
は
日
本
的
梵
鐘
と

朝
鮮
式
梵
鐘
の
特
徴
と
が
折
り
混

 
 
 
わ
か
ん
こ
ん
ご
う
し
よ
う

ざ
っ
た
和
韓
混
清
鐘
と
い
う
類

型
に
属
す
る
非
常
に
特
異
な
も
の

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
い
 
も
 
 
じ

で
あ
る
。
著
名
な
筑
前
芦
屋
の
鋳
物
師
に

よ
っ
て
鋳
造
さ
れ
た
梵
鐘
は
、
享
禄
五

（一

ﾜ
三
二
）
年
八
月
、
大
内
義
隆
に
よ
っ

て
興
隆
寺
に
記
入
さ
れ
た
。
朝
鮮
鐘
の
影

響
を
受
け
た
巨
大
な
梵
鐘
が
、
大
内
氏
の

氏
寺
に
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
自
体
、
大

内
氏
と
朝
鮮
半
島
と
の
深
い
関
わ
り
を
象

徴
し
て
い
る
と
い
え
る
。

 
ま
た
、
最
近
調
査
が
終
了
し
た
乗
福
寺

跡
地
第
五
次
発
掘
現
場
か
ら
は
、
大
内
氏

時
代
の
乗
福
寺
の
伽
藍
（
建
物
）
に
使
わ

れ
て
い
た
屋
根
瓦
が
出
土
し
て
い
る
。
注

 
 
 
 
 
 
て
き
す
い
が
わ
ら

目
す
べ
き
は
、

あ
る
。
滴
水
瓦
は
、

以
前
の
瓦
と
し
て
は
珍
し
い
も
の
で
、

考
え
ら
れ
て
い
る
。

く
、ら

し
い
。
一
方
、

 
 
 
 
お
け
ま
き
が
わ
ら

寺
の
瓦
が
桶
巻
瓦
と
い
っ
て
、

乗福寺跡地出土の滴水瓦

 
 
 
 
 
 
滴
水
瓦
と
呼
ば
れ
る
屋
根
瓦
が
完
全
な
形
で
出
土
し
た
こ
と
で

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
イ
ム
ジ
ン
ウ
ェ
ラ
ン
 
 
ジ
ョ
ン
ユ
ジ
ェ
ラ
ン

 
 
 
 
 
 
 
 
国
内
で
は
文
禄
・
慶
長
の
役
（
壬
辰
倭
乱
・
丁
酉
再
乱
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＝
ハ
世
紀
前
半
頃
の
も
の
で
は
な
い
か
と

 
 
 
 
 
 
 
 
滴
水
瓦
に
施
さ
れ
た
龍
や
鳳
風
の
文
様
も
国
内
で
は
例
が
無

 
 
こ
の
種
の
文
様
は
朝
鮮
で
は
王
宮
の
瓦
に
使
用
さ
れ
る
デ
ザ
イ
ン
で
あ
っ
た

 
 
 
 
 
 
 
滴
水
瓦
以
外
の
出
土
瓦
も
特
徴
的
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
乗
福

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
桶
に
粘
土
を
貼
り
付
け
て
四
等
分
に
切
り
、
一

度
に
四
枚
の
瓦
を
作
る
手
法
で
製
作
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
、
出
土
瓦
の
断
面
な
ど

を
調
査
す
る
こ
と
で
判
明
し
た
か
ら
で
あ
る
。
藤
巻
式
で
瓦
を
製
作
す
る
方
法
は
、

当
時
の
国
内
で
は
用
い
ら
れ
て
お
ら
ず
、
朝
鮮
半
島
で
行
わ
れ
て
い
た
や
り
方
で

あ
っ
た
（
以
上
、
山
口
市
教
育
委
員
会
文
化
財
保
護
課
大
内
文
化
財
担
当
者
の
御

教
示
に
よ
る
）
。
つ
ま
り
、
大
内
氏
の
菩
提
寺
と
し
て
大
内
氏
と
大
変
ゆ
か
り
が

深
い
乗
福
寺
の
瓦
は
、
朝
鮮
半
島
と
の
交
流
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
技
術
を
全

面
的
に
導
入
し
て
造
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
現
在
、
乗
福
寺
に
は
室
町
時
代
の

寺
の
様
相
を
描
い
た
「
言
忌
寺
伽
藍
図
」
が
あ
る
。
こ
こ
に
描
か
れ
た
大
内
氏
時
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代
の
乗
福
寺
は
、
恐
ら
く
朝
鮮
半
島
の
寺
院
に
見
る
よ
う
な
大
陸
的
な
建
造
物
が

建
ち
並
ん
で
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
山
口
周
辺
地
域
の
大
内
氏
時
代

を
物
語
る
遺
物
に
は
、
朝
鮮
半
島
の
影
響
を
色
濃
く
残
し
た
も
の
が
多
く
現
存
し

て
い
る
の
で
あ
る
。

 
O
祖
先
伝
承

 
大
内
氏
の
ル
ー
ツ
の
所
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
大
内
氏
と
朝
鮮
半
島
と
の
交
流

の
な
か
で
、
大
内
氏
が
自
ら
の
ル
ー
ツ
を
朝
鮮
半
島
に
求
め
た
こ
と
は
特
筆
に
値

す
る
。
大
内
氏
が
朝
鮮
百
済
ル
ー
ツ
説
を
主
張
す
る
の
は
、
大
内
氏
が
本
格
的
に

朝
鮮
半
島
と
の
接
触
を
開
始
し
た
大
内
義
弘
の
頃
に
ま
で
遡
る
。
義
弘
は
、
朝
鮮
・

ジ
ョ
ン
ジ
ョ
ン
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
こ
う
い
ん

定
 
宗
元
（
一
三
九
九
）
年
、
朝
鮮
王
国
に
対
し
て
「
百
済
の
後
胤
」
で
あ
る

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ど
で
ん

こ
と
を
述
べ
、
そ
の
家
系
・
出
自
の
証
明
す
る
も
の
と
土
田
（
田
畑
）
を
要
求
し

た
（
『
定
宗
実
録
』
元
年
七
月
戊
寅
条
）
。
こ
れ
に
対
し
て
朝
鮮
王
国
の
諸
大
臣
は

反
対
し
、
義
弘
自
身
も
直
後
に
応
永
の
乱
で
敗
死
し
た
こ
と
で
先
の
要
請
は
沙
汰

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
タ
ン
ジ
ョ
ン

止
み
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
朝
鮮
・
端
宗
元
（
一
四
五
三
）
年
、
義
弘
の
甥
に

 
 
 
の
り
ひ
ろ

当
た
る
教
弘
が
、
百
済
国
華
甲
太
子
の
日
本
で
の
活
動
を
記
し
た
『
男
並
太
子
入

日
本
地
記
』
の
下
賜
を
要
請
し
（
『
端
宗
実
録
』
元
年
六
月
己
酉
条
）
、
朝
鮮
側
は

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ス
ン
ジ
ョ
ン

古
書
籍
を
与
え
た
。
さ
ら
に
、
朝
鮮
・
成
宗
一
六
（
一
四
八
五
）
年
、
教
弘
の

 
 
ま
さ
ひ
ろ

子
の
政
弘
も
、
琳
聖
太
子
の
先
祖
の
事
績
を
知
る
た
め
に
『
国
史
』
の
下
賜
を
要

求
し
（
『
成
宗
実
録
』
一
六
年
一
〇
月
甲
墨
田
）
、
朝
鮮
側
は
『
三
国
史
記
』
か
そ

の
抜
粋
を
「
略
記
」
と
い
う
形
で
与
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
大
内
氏
が
複
数

回
に
わ
た
っ
て
朝
鮮
王
国
に
対
し
て
百
済
ル
ー
ツ
説
を
主
張
し
た
背
景
に
は
、
朝

鮮
通
交
貿
易
上
の
利
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
儒
教
を
重
ん
じ
る
朝
鮮

王
国
を
相
手
に
通
交
貿
易
を
行
う
際
、
同
一
の
祖
を
主
張
す
る
こ
と
で
日
本
列
島

の
通
交
者
の
な
か
で
も
特
別
有
利
な
立
場
を
確
保
・
主
張
し
よ
う
と
画
策
し
た
の

で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
思
惑
は
見
事
に
成
功
し
て
い
る
。
朝
鮮
王
国
人
は
、
大

内
氏
の
こ
と
を
、
他
の
日
本
側
通
交
者
と
は
異
な
り
、
倭
鬼
禁
圧
を
実
現
し
て
く

れ
る
頼
も
し
い
存
在
だ
と
認
識
し
、
朝
鮮
半
島
出
身
と
い
う
大
内
氏
の
主
張
す
る

小
聖
太
子
ル
ー
ツ
説
の
影
響
で
、
特
別
な
親
近
感
を
持
っ
て
接
し
て
い
た
よ
う
で

あ
る
（
『
太
宗
実
録
』
八
年
五
月
庚
午
条
、
『
世
宗
実
録
」
一
二
年
五
月
戊
午
条
、

『
成
宗
実
録
』
六
年
入
月
庚
寅
条
、
『
成
宗
実
録
』
一
〇
年
四
月
癸
虚
血
、
『
海
東

諸
国
紀
」
大
内
条
な
ど
）
。
た
だ
し
、
大
内
氏
の
主
張
す
る
先
祖
観
に
は
、
妙
見

信
仰
、
高
句
麗
・
百
済
の
建
国
神
話
、
聖
徳
太
子
信
仰
の
混
合
と
い
う
特
徴
が
見

ら
れ
る
よ
う
に
、
先
祖
観
の
構
成
要
素
の
す
べ
て
が
朝
鮮
半
島
モ
ノ
で
な
い
こ
と

に
は
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
大
内
氏
は
、
百
済
ル
ー
ツ
説
を
掲
げ
る
の
と

同
時
に
、
日
本
の
朝
廷
官
位
も
求
め
、
氏
寺
興
隆
寺
の
勅
願
寺
化
も
図
っ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
大
内
氏
は
単
に
朝
鮮
王
国
だ
け
を
権
威
と
し
て
選
択
し
て
い
た
わ
け
で

は
な
く
、
こ
こ
に
大
内
氏
の
多
方
面
な
国
際
意
識
・
権
威
意
識
を
看
取
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

V
．
明
帝
国
・
琉
球
王
国
と
の
交
流

 
一
三
六
八
年
、
洪
武
帝
が
建
国
し
た
明
帝
国
は
、
中
華
思
想
に
基
づ
い
た
外
交

秩
序
を
周
辺
諸
国
と
の
関
係
に
厳
密
に
適
用
し
た
。
こ
の
結
果
、
そ
れ
ま
で
比
較

的
自
由
で
あ
っ
た
環
シ
ナ
海
域
交
易
は
、
「
海
禁
」
政
策
に
よ
っ
て
中
国
人
海
商

の
活
動
が
禁
止
さ
れ
、
諸
国
の
貿
易
船
も
明
帝
国
と
自
由
に
通
交
で
き
な
く
な
っ

た
。
明
帝
国
と
通
交
で
き
る
の
は
、
明
帝
国
皇
帝
の
臣
下
と
し
て
「
冊
封
」
さ
れ

た
諸
国
の
首
長
（
1
1
国
王
）
に
許
さ
れ
た
「
朝
貢
」
船
の
み
と
な
っ
た
。
「
人
臣

二
外
交
ナ
シ
」
と
い
う
文
言
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
国
王
以
外
の
通
交
貿
易
は

一
切
遮
断
さ
れ
、
環
シ
ナ
海
地
域
の
す
べ
て
の
交
易
活
動
は
国
家
の
統
制
の
も
と

に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

 
日
本
で
は
、
足
利
義
満
が
永
楽
帝
か
ら
「
日
本
国
王
」
に
冊
封
さ
れ
た
。
中
国

皇
帝
か
ら
正
式
に
冊
封
さ
れ
た
義
満
の
行
為
は
、
ま
さ
に
五
世
紀
の
「
倭
の
五
王
」

以
来
の
出
来
事
で
あ
っ
た
。
以
後
、
室
町
政
権
の
首
長
（
1
1
室
町
殿
）
が
、
日
本
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国
王
と
い
う
立
場
で
明
帝
国
と
の
通
交
貿
易
権
を
掌
握
し
た
。
貿
易
は
、
明
帝
国

 
 
 
 
 
 
 
か
ん
こ
う

か
ら
下
賜
さ
れ
る
「
勘
合
」
に
よ
る
査
証
制
度
を
導
入
し
た
朝
貢
貿
易
に
よ
っ
て

行
わ
れ
、
勘
合
を
持
た
な
い
船
は
明
帝
国
か
ら
倭
冠
（
海
賊
）
と
見
な
さ
れ
た
。

勘
合
は
日
本
国
王
に
の
み
下
賜
さ
れ
た
た
め
、
日
本
列
島
で
明
帝
国
と
正
式
に
通

交
で
き
た
の
は
日
本
国
王
だ
け
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
朝
貢
貿
易
と
い
う
貿
易
形
態

の
実
態
は
、
現
在
の
経
済
感
覚
と
は
非
常
に
か
け
離
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
中
国

皇
帝
は
、
入
貢
す
る
諸
国
の
国
王
使
節
に
対
し
、
徳
治
主
義
に
基
づ
い
て
大
量
の

先
進
文
物
を
分
け
与
え
た
た
め
、
貿
易
収
支
だ
け
を
見
れ
ば
朝
貢
貿
易
は
明
帝
国

の
大
赤
字
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
明
帝
国
に
と
っ
て
諸
国
の
国
王
が
皇
帝
に
朝
貢

し
て
く
る
姿
は
、
皇
帝
権
威
の
荘
厳
化
に
寄
与
し
、
大
量
の
回
賜
品
は
皇
帝
の
偉

大
さ
を
示
す
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
た
た
め
、
朝
貢
貿
易
に
お
い
て
貿
易
収
支
は

度
外
視
で
あ
っ
た
。
反
対
に
い
え
ば
、
明
帝
国
と
の
朝
貢
貿
易
は
、
諸
国
の
国
王

に
と
っ
て
、
朝
貢
と
い
う
屈
辱
的
行
為
さ
え
問
題
に
し
な
け
れ
ば
、
こ
れ
ほ
ど
有

利
な
貿
易
は
な
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
ゆ
え
に
、
日
本
の
多
く
の
人
々
（
有
力
寺

社
・
有
力
大
名
・
有
力
商
人
な
ど
）
も
明
帝
国
と
の
通
交
貿
易
へ
の
参
入
を
懇
望

し
た
。
た
だ
し
、
明
帝
国
と
通
交
で
き
る
権
利
は
日
本
国
王
の
み
に
許
さ
れ
て
い

た
た
め
、
人
々
は
日
本
国
王
か
ら
勘
合
を
獲
得
し
、
日
本
国
王
の
使
節
と
し
て
貿

易
に
参
画
し
た
。

 
大
内
氏
が
日
明
貿
易
に
初
め
て
参
入
す
る
の
は
、
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
有
数
の

貿
易
港
・
博
多
進
出
に
成
功
し
た
一
五
世
紀
半
ば
、
宝
徳
三
（
一
四
五
一
）
年
発

の
第
＝
次
遣
明
船
か
ら
で
あ
る
。
遣
明
船
の
経
営
に
は
、
明
帝
国
皇
帝
に
献
上

す
る
朝
貢
品
の
調
達
が
不
可
欠
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
、
大
内
氏
は
重
要
な
朝
貢
品

で
あ
る
南
海
（
東
南
ア
ジ
ア
）
産
物
を
獲
得
す
る
た
め
、
琉
球
王
国
に
使
節
を
派

遣
し
て
い
る
。
当
時
の
琉
球
は
既
に
三
山
鼎
立
時
代
の
終
焉
を
迎
え
、
一
四
二
九

年
、
中
山
王
に
よ
っ
て
列
島
は
統
一
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
中
山
王
は
琉
球
国

王
と
し
て
君
臨
し
、
琉
球
王
国
は
独
立
し
た
外
国
と
し
て
環
シ
ナ
海
域
を
舞
台
に

活
発
な
中
継
貿
易
を
展
開
す
る
こ
と
で
繁
栄
を
極
め
て
い
た
。
東
南
ア
ジ
ア
諸
国

と
も
頻
繁
な
貿
易
活
動
を
行
っ
て
お
り
、

那
覇
に
は
大
量
の
南
海
産
物
が
存
在
し

た
。
以
後
、
大
内
氏
の
琉
球
通
交
は
、

鋳
物
師
大
和
相
秀
で
あ
っ
た
。
即
ち
、

顯
盤
蘇
婬
謂
グ
縞
騨

太
い
流
通
ル
ー
ト
で
結
ば
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ニ
ン
ポ
 

 
さ
て
、
日
本
の
遣
明
船
は
、
明
帝
国
が
指
定
し
た
貿
易
港
・
寧
波
を
目
指
し
て

東
シ
ナ
海
を
横
断
し
た
。
黄
河
・
長
江
な
ど
の
大
河
川
に
よ
っ
て
運
ば
れ
る
大
量

の
土
砂
で
濁
っ
た
海
に
な
れ
ば
、
そ
こ
は
「
唐
土
」
、
即
ち
明
帝
国
の
エ
リ
ア
に

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
し
ゅ
う
ざ
ん

来
た
と
当
時
の
日
本
人
は
認
識
し
た
。
船
は
、
舟
山
群
島
か
ら
寧
波
に
入
っ
て

入
国
手
続
き
を
行
い
、
こ
こ
か
ら
杭
州
や
揚
州
な
ど
の
大
運
河
を
通
っ
て
北
京
へ

と
旅
を
し
た
。
大
内
氏
の
遣
明
船
に
は
、
博
多
商
人
や
堺
商
人
な
ど
の
貿
易
商
人

の
他
に
、
非
常
に
多
く
の
禅
僧
が
乗
り
込
ん
で
い
た
。
例
え
ば
、
下
関
市
の
関
門

海
峡
を
臨
む
地
に
あ
る
永
福
寺
の

け
い
あ
ん
げ
ん
じ
ゅ

桂
庵
玄
樹
は
、
第
＝
一
次
遣
明
船

 
 
 
 
 
 
 
 
 
と
か
ん

の
大
内
船
の
責
任
者
（
土
官
）
と

し
て
乗
り
組
ん
だ
。
こ
の
時
、
同

じ
船
に
乗
船
し
た
の
が
水
墨
画
で

 
 
 
せ
っ
し
ゅ
う
と
う
よ
う

有
名
な
雪
舟
等
楊
で
あ
る
。
雪

舟
は
、
入
明
し
て
当
地
の
禅
寺

東隆寺南嶺和尚道行三
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（
天
童
山
景
徳
寺
な
ど
）
を
歴
訪
し
、
明
帝
国
の
様
相
を
絵
に
し
た
（
「
唐
土
勝
景

図
巻
」
）
。
ま
た
、
宇
部
市
棚
井
に
あ
る
東
隆
寺
に
は
、
「
南
嶺
和
尚
道
行
碑
」
な

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
け
い
い
ん
げ
ん

る
巨
大
な
石
碑
が
建
っ
て
い
る
が
、
こ
の
碑
文
の
文
面
は
東
隆
寺
僧
の
桂
隠
元

き
ゆ
ロ
つ久

と
い
う
人
が
大
内
氏
の
遣
明
船
に
乗
り
込
ん
で
入
明
し
、
中
国
の
有
名
な
人

物
に
書
い
て
貰
っ
た
も
の
で
あ
る
。
日
本
の
寺
院
で
、
こ
の
様
な
巨
大
な
中
世
期

の
碑
文
を
見
る
こ
と
は
珍
し
い
。
む
し
ろ
、
こ
の
種
の
碑
文
は
大
陸
の
寺
院
で
よ

く
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
も
大
陸
と
直
結
す
る
大
内
氏
ゆ
か
り
の
寺
と
し
て

の
特
徴
と
い
え
よ
う
。
そ
し
て
、
ま
さ
に
こ
の
よ
う
な
商
人
や
禅
僧
た
ち
が
、
大

内
氏
の
国
際
展
開
を
支
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

 
そ
の
後
、
大
内
氏
は
室
町
幕
府
周
辺
で
権
力
を
振
る
う
有
力
大
名
細
川
氏
と
、

日
明
貿
易
参
入
を
め
ぐ
っ
て
激
烈
な
勘
合
獲
得
競
争
を
展
開
す
る
。
大
内
氏
と
細

川
氏
の
争
い
は
、
日
本
国
内
に
止
ま
ら
ず
、
大
永
三
（
一
五
二
三
）
年
、
明
帝
国

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
よ
し
お
き

の
寧
波
で
最
悪
の
結
末
を
迎
え
た
。
こ
の
時
の
第
一
七
次
遣
明
船
は
、
大
内
義
興

 
 
 
 
 
 
 
 
け
ん
ど
う
そ
う
せ
つ
 
 
 
 
 
 
 
た
か
く
に
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ら
ん
こ
う
し
ょ
う
さ

の
遣
明
使
（
正
使
・
謙
道
宗
設
）
と
細
川
高
国
の
遣
明
使
（
正
使
・
白
岡
三
佐
、

 
 
 
そ
う
そ
け
い

副
使
・
宋
素
卿
）
と
い
う
構
成
で
あ
っ
た
。
大
内
船
と
細
川
船
は
別
々
に
出
国
し
、

先
に
寧
波
に
到
着
し
た
の
は
大
内
船
だ
っ
た
。
し
か
し
、
遅
れ
て
寧
波
に
到
着
し

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
し
は
く
し

た
細
川
船
の
宋
素
卿
が
、
明
側
の
市
平
司
に
賄
賂
を
贈
っ
た
た
め
、
細
川
船
が
大

内
船
に
優
先
し
て
入
二
手
続
き
を
終
了
し
、
以
後
の
接
待
も
細
川
方
が
大
内
側
よ

り
優
位
に
執
り
行
わ
れ
た
。
こ
れ
を
、
大
内
方
の
謙
道
宗
設
が
憤
慨
し
、
寧
波
市

舶
司
の
倉
庫
か
ら
武
器
を
持
ち
出
し
、
細
川
船
正
使
の
鶯
二
幅
佐
を
殺
害
し
て
船

を
焼
き
払
い
、
書
置
卿
を
紹
興
付
近
ま
で
追
い
回
し
、
放
火
乱
暴
行
為
を
働
い
た

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
え
ん
し
ん

上
、
取
り
締
ま
り
に
当
た
っ
た
明
帝
国
の
衰
瑳
を
拉
致
し
捕
虜
と
し
て
海
上
に
逃

れ
去
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
大
事
件
を
寧
波
の
乱
と
い
い
、
こ
の
結
果
日
本
と
明

帝
国
の
通
交
関
係
は
断
絶
し
た
。

 
し
か
し
、
日
明
間
の
国
交
を
途
絶
状
態
の
ま
ま
に
す
る
わ
け
に
も
い
か
ず
、
明

帝
国
は
琉
球
ル
ー
ト
を
通
じ
て
京
都
の
室
町
幕
府
（
細
川
氏
主
導
）
に
国
交
回
復

の
折
衝
を
し
て
き
た
。
大
内
義
興
も
、
独
自
に
朝
鮮
ル
ー
ト
や
琉
球
ル
ー
ト
の
外

交
ル
ー
ト
を
駆
使
し
て
、
明
帝
国
と
の
通
交
貿
易
復
活
を
画
策
し
た
。
詳
細
は
省

略
す
る
が
、
こ
の
結
果
、
大
内
氏
は
日
本
と
琉
球
王
国
を
結
ぶ
流
通
ル
ー
ト
に
多

大
な
影
響
力
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
り
、
日
明
関
係
も
復
活
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し

た
。
最
終
的
に
は
、
日
本
国
王
名
義
の
遣
明
船
を
独
占
的
に
派
遣
す
る
権
利
も
獲

得
し
た
の
で
あ
る
。
現
在
、
毛
利
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
る
「
日
本
国
王
之
印
」
は
、

日
本
国
王
（
室
町
殿
）
が
明
帝
国
か
ら
も
ら
っ
た
金
印
を
模
造
し
た
木
印
だ
と
考

え
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
「
日
本
国
王
之
印
」
が
大
内
氏
の
も
と
に
あ
っ

た
の
も
、
大
内
氏
の
日
明
貿
易
独
占
と
い
う
状
況
が
あ
っ
て
こ
そ
の
伝
来
品
だ
と

思
わ
れ
る
。
こ
う
し
て
、
朝
鮮
半
島
と
の
活
発
な
交
流
に
加
え
て
、
明
帝
国
や
琉

球
王
国
と
の
関
係
も
形
成
す
る
こ
と
で
、
大
内
氏
は
日
本
列
島
に
お
け
る
大
陸
文

物
需
要
の
窓
口
と
い
う
地
位
を
確
固
た
る
も
の
と
し
、
先
進
的
な
大
陸
文
化
の
影

響
を
直
接
受
け
る
こ
と
で
、
政
治
的
・
経
済
的
・
文
化
的
に
繁
栄
し
た
の
で
あ
る
。

V
．
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
と
の
出
会
い

 
一
六
世
紀
に
入
る
と
、
明
帝
国
を
中
心
と
す
る
外
交
秩
序
下
の
環
シ
ナ
海
世
界

に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
が
登
場
す
る
。
一
五
一
一
年
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
が
東
西
交
通
の
要

衝
マ
ラ
ッ
カ
王
国
を
滅
ぼ
し
て
マ
ラ
ッ
カ
を
占
領
す
る
と
、
一
五
一
七
年
、
初
め

 
 
 
カ
ン
ト
ン

て
中
国
広
東
に
入
り
明
帝
国
と
の
通
交
を
試
み
た
。
し
か
し
、
明
帝
国
は
ポ
ル
ト

ガ
ル
が
朝
貢
国
で
な
い
こ
と
を
理
由
に
通
交
を
拒
否
し
た
。
一
五
二
二
年
、
ポ
ル

ト
ガ
ル
は
再
来
航
す
る
が
、
明
帝
国
に
対
し
て
武
力
を
ち
ら
っ
か
せ
た
た
め
広
東

追
放
の
憂
き
目
に
あ
っ
た
。
明
帝
国
の
外
交
秩
序
の
根
幹
を
な
す
中
華
思
想
を
理

解
で
き
な
い
ポ
ル
ト
ガ
ル
は
、
結
局
、
明
帝
国
と
の
間
に
正
式
な
通
交
関
係
を
実

現
で
き
な
い
ま
ま
、
密
貿
易
と
い
う
不
法
形
態
で
貿
易
活
動
を
行
わ
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
。

 
一
方
、
当
時
の
環
シ
ナ
海
域
で
は
、
明
帝
国
の
海
域
支
配
力
が
低
下
し
（
海
禁

政
策
の
限
界
）
、
海
外
貿
易
を
指
向
す
る
中
国
人
海
商
や
町
民
の
活
動
が
活
発
化
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し
始
め
て
い
た
。
明
帝
国
に
と
っ
て
は
、
国
家
の
統
制
下
に
な
い
人
々
1
1
密
貿
易

者
1
1
倭
冠
（
海
賊
）
で
あ
っ
た
。
こ
の
意
味
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
が
登
場
し
た
一

六
世
紀
の
環
シ
ナ
海
世
界
は
、
後
期
倭
冠
（
一
六
世
紀
倭
憲
）
と
呼
ば
れ
る
密
貿

易
活
動
が
活
発
化
し
た
時
代
で
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
倭
冠
と
は
い
っ
て
も
そ
の

構
成
員
の
主
体
は
中
国
人
で
、
倭
鬼
の
主
要
な
根
拠
地
の
一
つ
は
、
舟
山
群
島
の

リ
ャ
ン
ボ
 

双
嗅
だ
っ
た
。
そ
し
て
、
明
帝
国
と
の
正
式
通
交
を
拒
否
さ
れ
た
ポ
ル
ト
ガ
ル

は
、
こ
の
倭
冠
活
動
と
密
接
に
連
携
し
て
貿
易
活
動
を
展
開
し
始
め
た
の
で
あ
る
。

注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
マ
ラ
ッ
カ
以
東
の
環
シ
ナ
海
世
界
は
、
こ
の

よ
う
な
中
国
人
海
商
の
密
貿
易
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
張
り
め
ぐ
ら
さ
れ
た
世
界
で
あ

り
、
環
シ
ナ
海
域
を
縦
横
無
尽
に
航
海
し
て
い
た
の
は
中
国
の
ジ
ャ
ン
ク
船
で
あ
っ

た
こ
と
で
あ
る
。
新
た
に
こ
の
世
界
に
参
入
し
て
き
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
も
、
独
自
に

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、
中
国
人
海
商
の
船
に
便
乗

し
、
中
国
人
海
商
の
密
貿
易
活
動
に
混
じ
る
こ
と
で
貿
易
活
動
を
充
足
さ
せ
て
い

た
の
で
あ
る
。
ゆ
え
に
、
南
蛮
屏
風
に
見
る
よ
う
な
大
型
の
南
蛮
船
が
、
当
時
の

東
ア
ジ
ア
世
界
（
も
ち
ろ
ん
日
本
に
も
）
に
直
接
渡
航
し
て
来
た
わ
け
で
は
な
い
。

有
名
な
種
子
島
へ
の
鉄
砲
伝
来
も
、
中

国
の
ジ
ャ
ン
ク
船
に
便
乗
し
て
い
た
ポ

ル
ト
ガ
ル
人
に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ
た
の

で
あ
る
。

 
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
“
サ
ビ
エ
ル
が
や
っ

て
来
た
の
は
、
ま
さ
に
こ
の
よ
う
な
倭

冠
的
世
界
が
盛
況
な
東
ア
ジ
ア
世
界
で

あ
っ
た
。
サ
ビ
エ
ル
は
、
イ
ン
ド
の
ゴ

ア
か
ら
マ
ラ
ッ
カ
に
来
航
し
、
マ
ラ
ッ

カ
で
薩
摩
人
ア
ン
ジ
ロ
ー
と
出
会
う
。

こ
の
出
会
い
を
期
に
、
サ
ビ
エ
ル
は
マ

ラ
ッ
カ
か
ら
中
国
人
の
ジ
ャ
ン
ク
船
に

サビエル公園

乗
っ
て
天
文
一
八
（
一
五
四
九
）
年
鹿
児
島
に
上
陸
し
た
。
そ
の
後
、
平
戸
、
山

口
を
経
て
、
天
文
二
〇
（
一
五
五
一
）
年
に
念
願
の
上
洛
を
果
た
す
が
、
京
都
滞

在
僅
か
↓
一
日
間
で
現
状
を
知
っ
て
平
戸
へ
戻
る
。
こ
の
後
、
サ
ビ
エ
ル
は
山
口

の
大
内
義
隆
の
も
と
で
の
布
教
活
動
を
決
心
し
た
。
こ
の
決
断
の
背
景
に
は
、
国

 
 
 
 
 
 
 
は
ぐ
く

際
展
開
に
よ
っ
て
育
ま
れ
た
大
内
氏
の
先
進
性
や
、
そ
れ
に
裏
付
け
ら
れ
た
豊

か
な
国
力
が
挙
げ
ら
れ
る
。
サ
ビ
エ
ル
は
、
祭
器
や
「
日
本
国
王
」
に
献
上
予
定

だ
っ
た
時
計
・
楽
器
・
眼
鏡
・
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
酒
・
織
物
な
ど
珍
奇
な
贈
物
と
、

イ
ン
ド
総
督
・
ゴ
ア
司
教
の
推
薦
状
を
携
え
て
、
天
文
二
〇
（
一
五
五
一
）
年
四

月
、
山
口
に
再
来
し
た
。
サ
ビ
エ
ル
と
面
会
し
た
大
内
義
隆
は
、
サ
ビ
エ
ル
に
領

内
で
の
布
教
の
許
可
と
、
教
会
建
造
の
許
可
を
与
え
た
。
大
道
寺
の
呼
称
で
有
名

な
教
会
の
跡
地
は
、
「
山
口
古
学
」
（
山
口
県
文
書
館
所
蔵
）
の
記
載
に
よ
っ
て
現

 
 
 
 
 
か
な
こ
 
そ

在
の
山
口
市
金
古
曽
付
近
に
比
定
さ
れ
、
当
地
に
サ
ビ
エ
ル
公
園
が
造
ら
れ
て
い

る
が
、
こ
の
比
定
自
体
に
確
実
な
論
拠
は
な
い
。
な
お
、
大
内
氏
最
後
の
当
主
・

 
 
よ
し
な
が

大
内
義
長
が
大
道
寺
の
創
建
を
許
可
し
た
文
書
は
、
そ
の
後
、
そ
の
コ
ピ
ー
が
宣

教
師
を
通
じ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
伝
え
ら
れ
、
イ
エ
ズ
ス
会
書
簡
集
の
一
つ
と
し
て

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
出
版
さ
れ
た
。
そ
の
出
版
物
は
、
現
在
で
も
何
種
類
か
確
認
す
る

こ
と
が
可
能
で
あ
る
（
例
え
ば
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
外
務
省
図
書
館
所
蔵
の
「
原
稿
」

な
ど
）
。
そ
れ
を
見
る
と
、
漢
字
の
読
め
な
い
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
た
め
に
、
漢
文

の
横
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
や
ラ
テ
ン
語
で
語
釈
が
書
か
れ
て
い
る
の
が
特
徴
的
で
あ

る
。
こ
の
史
料
は
、
ま
さ
に
当
時
の
異
文
明
の
遭
遇
を
象
徴
し
て
い
る
も
の
だ
と

い
え
る
。

お
わ
り
に

 
朝
鮮
王
国
・
明
帝
国
・
琉
球
王
国
と
活
発
に
通
交
貿
易
を
展
開
し
、
義
隆
・
義

長
の
時
代
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
と
も
遭
遇
し
た
大
内
氏
は
、
一
六
世
紀
の
半
ば
、

す
え
た
か
ふ
さ
 
 
 
 
 
す
え
は
る
か
た

陶
隆
房
（
後
の
陶
晴
賢
）
の
反
乱
を
経
て
、
弘
治
三
（
一
五
五
七
）
年
四
月
三
日
、
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こ
う
ざ
ん
じ

大
内
義
長
が
長
門
長
福
寺
（
現
在
の
下
関
市
の
功
山
寺
）
に
お
い
て
自
刃
し
た
こ

と
で
滅
亡
す
る
。
大
内
氏
の
滅
亡
は
、
単
に
一
大
名
の
滅
亡
に
止
ま
ら
ず
、
日
本

列
島
を
め
ぐ
る
国
際
関
係
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
日
明
関
係
で
は
正
式
な

遣
明
船
が
途
絶
し
、
二
度
と
復
活
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
日
朝
関
係
で
は
、
朝

鮮
側
が
大
内
氏
の
滅
亡
を
一
五
九
〇
年
ま
で
知
ら
ず
、
日
朝
貿
易
は
対
馬
宗
氏
の

独
占
状
態
と
な
っ
た
。
日
琉
関
係
で
は
、
大
内
氏
に
替
わ
っ
て
南
九
州
の
薩
摩
島

津
氏
が
台
頭
す
る
画
期
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
歴
史
上
の
激
変
を
考
慮
す

れ
ば
、
大
内
氏
の
国
際
展
開
が
環
シ
ナ
海
世
界
に
お
い
て
い
か
に
存
在
感
が
あ
っ

た
も
の
か
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ま
で
大
内
氏
の
都
と
し
て
東

ア
ジ
ア
世
界
に
位
置
し
て
い
た
中
世
都
市
山
口
は
、
大
内
氏
の
滅
亡
と
と
も
に
そ

の
国
際
的
地
位
を
低
下
さ
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

〔
主
要
参
考
文
献
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熱
田
 
公

伊
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幸
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金
谷
匡
人
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賀
信
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小
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田
淳

須
田
牧
子

 
 
 
 
五
〇
音
順

『
大
内
義
隆
』
（
平
凡
社
、
一
九
七
九
年
）

『
中
世
日
本
の
外
交
と
禅
宗
』
（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
二
年
）

「
中
世
後
期
に
お
け
る
対
馬
宗
氏
の
外
交
僧
」
（
『
年
報
朝
鮮
学
』
第

八
号
、
二
〇
〇
二
年
）

「
大
内
氏
の
琉
球
通
交
」
（
『
年
報
中
世
史
研
究
』
第
二
八
号
、
二
〇

〇
三
年
）

「
大
内
氏
に
お
け
る
妙
見
信
仰
の
断
片
」
（
「
山
口
県
文
書
館
研
究
紀

要
」
第
一
九
号
、
一
九
九
二
年
）

「
守
護
大
名
大
内
氏
の
居
館
跡
と
城
下
山
口
」
（
『
守
護
所
か
ら
戦
国

城
下
へ
』
名
著
出
版
、
一
九
九
四
年
）

『
中
世
南
島
通
交
貿
易
圏
の
研
究
』
（
日
本
評
論
社
、
一
九
三
九
年
目

『
中
世
日
支
通
交
貿
易
史
の
研
究
』
（
刀
江
書
院
、
一
九
四
一
年
）

「
室
町
期
に
お
け
る
大
内
氏
の
対
朝
関
係
と
先
祖
観
の
形
成
」
（
『
歴

 
 
 
 
 
史
学
研
究
』
第
七
六
一
号
、
二
〇
〇
二
年
）

 
 
 
 
 
「
1
5
世
紀
に
お
け
る
日
本
の
朝
鮮
仏
具
輸
入
と
そ
の
意
義
」
（
『
『
朝
鮮

 
 
 
 
 
王
朝
実
録
』
か
ら
み
た
日
本
と
朝
鮮
」
落
日
文
化
交
流
基
金
・
韓
日

 
 
 
 
 
関
係
史
学
会
、
二
〇
〇
三
年
）

 
 
 
 
 
「
中
世
後
期
に
お
け
る
赤
間
関
の
機
能
と
大
内
氏
」
（
『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』

 
 
 
 
 
第
一
入
九
号
、
二
〇
〇
四
年
）

デ
・
ル
カ
・
レ
ン
ゾ
 
「
「
大
道
寺
裁
許
状
」
と
イ
エ
ズ
ス
会
史
料
の
比
較
研
究
」

 
 
 
 
 
（
『
九
州
史
学
』
第
＝
二
五
号
、
二
〇
〇
三
年
）

東
武
美
術
館
・
朝
日
新
聞
社
編
 
『
大
ザ
ビ
エ
ル
展
図
録
』
（
東
武
美
術
館
・
朝
日

 
 
 
 
 
新
聞
社
、
一
九
九
九
年
目

中
村
栄
孝
 
『
日
鮮
関
係
史
の
研
究
』
上
巻
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
五
年
）

橋
本
 
雄
 
「
室
町
・
戦
国
期
の
将
軍
権
力
と
外
交
権
」
（
『
歴
史
学
研
究
」
第
七

 
 
 
 
 
〇
八
号
、
一
九
九
八
年
）

平
瀬
直
樹
 
「
大
内
氏
の
妙
見
信
仰
と
興
隆
寺
二
月
会
」
（
『
山
口
県
文
書
館
研
究

 
 
 
 
 
紀
要
』
第
一
七
号
、
一
九
九
〇
年
）

真
木
隆
行
 
「
周
防
国
興
隆
寺
の
中
世
梵
鐘
と
そ
の
銘
文
」
（
『
平
成
＝
二
～
一
五

 
 
 
 
 
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
（
C
X
2
）
成
果
報
告
書
・
古
代

 
 
 
 
 
～
近
世
の
中
国
地
方
に
お
け
る
採
鉱
冶
金
に
関
す
る
総
合
的
研
究
』

 
 
 
 
 
山
口
大
学
人
文
学
部
、
二
〇
〇
四
年
）

松
田
毅
一

村
井
章
介

山
口
県
立
美
術
館
編

「
大
内
義
長
の
大
道
寺
裁
許
状
に
つ
い
て
」
（
『
古
文
書
研
究
』

号
、
一
九
七
〇
年
）

「
ア
ジ
ア
の
な
か
の
、
中
世
日
本
』
（
校
倉
書
房
、
一
九
八
八
年
）

『
東
ア
ジ
ア
往
還
」
（
朝
日
新
聞
社
、
一
九
九
三
年
）

『
海
か
ら
見
た
戦
国
日
本
』
（
ち
く
ま
新
書
、
一
九
九
七
年
）

 
 
 
 
『
大
内
文
化
の
遺
宝
展
図
録
』
（
山
口
県
立
美
術
館
、

八
九
年
）

第
四一

九
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〔
附
記
〕

 
本
稿
は
、
山
口
県
立
大
学
と
ス
ペ
イ
ン
・
ナ
バ
ラ
州
立
大
学
の
協
定
締
結
を
記

念
し
て
、
二
〇
〇
四
年
一
一
月
五
日
に
山
口
県
立
大
学
で
開
催
さ
れ
た
地
域
国
際

化
フ
ォ
ー
i
ラ
ム
「
山
口
・
ナ
バ
ラ
の
大
航
海
時
代
と
国
際
化
」
に
お
け
る
日
本

側
基
調
講
演
「
大
内
氏
の
国
際
展
開
」
を
原
稿
化
し
た
も
の
で
あ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
日
本
中
世
史
）
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